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任
幹
事
の
皆
様
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
幹
事
の
皆
様
方
も
大
幅
に

交
代
し
、
ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
前

半
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
ほ
と
ん
ど

の
行
事
や
会
議
が
中
止
と
な
り
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
て
前
会
長
は
、
就
任
時
に
新
し

い
視
野
で
東
京
校
友
会
活
動
の
改
革

を
実
行
し
、
会
員
拡
大
と
財
政
基
盤

の
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

行
事
と
し
て
は
、「
春
の
集
い
」「
碑

前
祭
時
の
講
演
会
と
午
餐
会
」「
特

別
協
力
会
員
の
集
い
」「
ゴ
ル
フ
大

会
」
な
ど
様
々
な
形
の
「
群
れ
る
機

会
」
を
提
供
し
、
会
員
拡
大
に
結
び

付
け
、
併
せ
て
「
東
日
本
大
震
災
時

の
学
生
支
援
」「
熊
本
地
震
で
の
支

援
」「
１
２
０
周
年
記
念
関
東
出
身

学
生
の
奨
学
金
制
度
」
な
ど
大
学
の

に
な
り
ま
す
の
で
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
大
学
の
体
制
も
学
長
・
副
学

長
は
じ
め
校
友
課
・
募
金
課
の
責
任

者
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
引
き
続
き
大
学
に
対
し
て
積

極
的
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
で

経
済
的
影
響
が
出
た
学
生
へ
の
支

援
策
、
関
東
出
身
学
生
へ
の
奨
学

金
制
度
の
継
続
、「
２
０
２
５A

LL  
D

O
SH

ISH
A

募
金
」
へ
の
対
応
強

化
な
ど
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
３
月
末

よ
り
大
学
の
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
は
閉

鎖
中
。
執
行
部
の
活
動
が
厳
し
く
制

限
さ
れ
て
テ
ー
マ
ご
と
の
推
進
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
よ
う
や
く
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
実
施
す
る
方
向
で
デ
モ

を
、
さ
ら
に
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖

の
な
か
、
近
く
の
会
場
を
お
借
り
し

て
常
任
幹
事
会
を
実
施
。
本
当
に

わ
ず
か
で
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
が

定
着
し
て
、
活
動
再
開
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
例
年
に
な
く
厳
し
い
船

出
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
執
行
部
一
同
、
誠
心
誠
意
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
、

引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

現
役
学
生
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
私
も
副
代
表
幹
事
・

代
表
幹
事
と
し
て
そ
の
思
い
を
実
現

す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
実
行
役
と
し

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
運
営
で
す
が
、
方
針

と
し
て
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
明
る
く

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
心
に
あ
ふ
れ
、
さ
ら

に
交
流
の
機
会
を
提
供
で
き
る
校
友

会
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
意
見
と
活

動
参
加
を
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。　

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
前
年
の
活
動
内
容
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
残
念
な
こ
と
に
毎

年
恒
例
で
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

「
春
の
集
い
」
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
半
年
、
し
っ
か
り
準
備
い

た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
大
変
申
し
わ
け
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
貴
重
な
経
験

を
生
か
し
て
、
来
年
に
向
け
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
従
来
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た

「
現
役
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
」
に
対

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
若
年
層

の
会
員
拡
大
策
に
繋
げ
る
こ
と
、
現

状
少
な
い
女
性
会
員
の
拡
大
策
を
講

じ
る
こ
と
、
そ
し
て
特
別
協
力
会
員

の
拡
大
と
皆
様
へ
の
充
実
し
た
行

事
、
催
事
の
実
施
が
大
き
な
テ
ー
マ

方
で
の
大
雨
災
害
、そ
の
後
の
猛
暑
。

立
て
続
け
に
襲
う
災
害
に
被
災
者
が

増
え
る
一
方
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
の
書
類
持
ち
回

り
総
会
で
新
し
く
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
に

あ
た
り
会
長
・
副
会
長
・
一
部
の
常

　

１
９
７
１
年
工
学
部
卒
の
横
山
徹

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
児
玉
前
会
長
の
後
を
受

け
て
東
京
校
友
会
の
会
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
未
曽
有
の
災
害
の

年
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
九
州
地

東
京
校
友
会
の「
顔
」が
代
わ
り
ま
す

新
旧
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
６
月
26
日
（
金
）
に
書
面
開
催
さ
れ
た
２
０
２
０
年
度
定
時
総
会･

評
議
員
会
に
お
い
て
、
児
玉
正
之
会

長
に
代
わ
っ
て
横
山
徹
代
表
幹
事
が
新
会
長
に
、阪
口
章
夫
事
務
局
長
が
新
代
表
幹
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
・
横
山
徹（
71
年
・
工
）

コ
ロ
ナ
禍
中
、決
意
も
新
た
に
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児玉正之 前会長

阪口章夫 新代表幹事兼事務局長

新
代
表
幹
事
・
阪
口
章
夫（
73
年
・
商
）よ
り
皆
様
へ

前
会
長
・
児
玉
正
之（
70
年
・
経
）

在
任
十
年
を
振
り
返
っ
て

困
難
な
船
出
で
す
が
、ご
協
力
を

　

こ
の
度
、
横
山
新
会
長
よ
り
代
表

幹
事
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
１
９
７
３

年
商
学
部
卒
業
の
阪
口
章
夫
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
と
東
京
校
友
会
と
の
縁
は
、

２
０
０
１
年
の
「
春
の
集
い
」（
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
早
稲
田
）
に
参

加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
翌

02
年
に
体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
評
議
員
に
推

薦
さ
れ
て
以
降
、
09
年
に
幹
事
、
13

年
に
常
任
幹
事
、
15
年
に
事
務
局
長

に
。
そ
し
て
、
本
年
20
年
に
代
表
幹

事
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
早
い
も
の
で
20
年
間
の
縁
に

な
り
ま
す
。

　

初
回
の
「
春
の
集
い
」
で
は
知
る

人
も
少
な
く
壁
際
へ
。
そ
の
後
は
先

輩
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
参
加
を
重
ね
、

07
年
に
年
次
会
「
東
京
48
会
」
を
発

足
。
そ
の
10
年
後
の
17
年
「
１
２
０

周
年
記
念
祭
・
春
の
集
い
」
～
み
ん

な
に
あ
り
が
と
う　

未
来　

一
歩
前

へ
～
で
は
、
当
番
年
次
に
当
た
っ
て

し
ま
っ
た
幸
運
か
ら
実
行
委
員
長

に
。
一
生
に
一
度
し
か
な
い
貴
重
な

一
年
、
仲
間
と
苦
楽
を
共
に
し
、
生

涯
の
友
を
多
く
得
、
忘
れ
ら
れ
な
い

実
行
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
関
係
は
、血
縁
・
地
縁
・
友
縁
・

職
縁
の
四
つ
の
縁
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

保
つ
こ
と
が
幸
せ
の
仕
組
み
、　
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
金
に
な
ら
な
い
か

ら
辞
め
る
な
ら
今
よ
、
だ
け
ど
新
し

い
人
生
を
見
つ
け
ら
れ
る
」
と
も
教

わ
り
、
そ
の
通
り
で
し
た
。
東
京
校

友
会
は
友
の
縁
。
こ
の
縁
と
多
く
の

先
輩
が
築
か
れ
た
歴
史
を
大
切
に
、

代
表
幹
事
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
最
中

と
い
う
困
難
な
時
期
の
船
出
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

圏
出
身
学
生
へ
の
給
付
型
奨
学
金
制

度
や
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
改
革
を
実

現
。
加
え
て
「
生
誕
の
地
碑
前
祭
」

終
了
後
の
講
演
会
や
懇
親
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
等
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
東
京
の

校
友
が
「
群
れ
て
・
輪
を
広
げ
て
・

絆
を
確
か
め
あ
え
る
」
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
が
実
施
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
地

域
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
生
誕
の
地

碑
の
周
辺
整
備
が
出
来
ま
し
た
。
翌

年
に
は
、
錦
三
丁
目
町
会
長
が
千

代
田
区
に
強
く
働
き
か
け
を
い
た

だ
き
、
新
し
く
完
成
し
た
公
園
名

が
新
島
襄
の
幼
名
を
冠
し
た
「
錦

三
七
五
三
太
（
キ
ン
サ
ン
シ
メ
タ
）

盤
が
安
定
し
、
多
く
の
事
業
が
実
行

出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
校
友
会
活
動
が
活
発

化
・
活
性
化
出
来
ま
し
た
の
は
、
副

会
長
・
代
表
幹
事
を
は
じ
め
と
し
た

常
任
幹
事
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
た
ま

も
の
で
あ
り
、
感
謝
と
と
も
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
の
年
に
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
全

て
の
事
業
が
中
止
と
な
り
、
と
り
わ

け
最
初
の
年
と
同
様
、
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
「
春
の
集
い
」
が
開
催
出
来
な

か
っ
た
事
は
本
当
に
残
念
で
し
た
。

　

今
回
の
実
行
委
員
会
を
組
織
い
た

だ
い
た
皆
様
方
に
、
ど
う
感
謝
を
申

し
上
げ
る
か
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

東
京
は
、
何
万
人
も
の
校
友
が
在

籍
し
、毎
年
新
卒
の
校
友
等
が
流
入
、

ま
た
多
く
の
校
友
が
東
京
外
に
流
出

す
る
地
域
で
す
が
、
年
次
会
等
の
基

盤
作
り
の
継
続
は
基
礎
力
で
す
。

　

最
後
に
横
山
新
会
長
・
阪
口
新
代

表
幹
事
・
新
常
任
幹
事
の
皆
さ
ん
が

校
友
の
皆
様
と
協
力
さ
れ
、
東
京
校

友
会
が
更
に
飛
躍
し
、
発
展
さ
れ
ま

す
事
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
校
友
会
の
皆
さ
ん
、
長
期
間

に
亘
り
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
最
初
の
年
の

２
０
１
１
年
、「
春
の
集
い
」
最
終

の
全
体
会
議
当
日
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
混
乱
の
中
、
全
体
会
議

も
開
催
で
き
ず
、後
日
「
春
の
集
い
」

実
行
委
員
会
か
ら
中
止
と
募
金
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
四
百
数

十
万
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
同
志
社

東
京
校
友
会
の
皆
さ
ん
の
「
良
心
」

を
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

以
降
、
震
災
被
災
学
生
支
援
募
金

を
三
年
間
に
亘
り
実
施
、
東
京
校
友

会
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
関
東

公
園
」
に
決
定
。

銘
板
も
出
来
、
名

実
と
も
に
新
島
襄

ゆ
か
り
の
地
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
会
員

拡
大
の
基
盤
と
な

る
年
次
会
と
登
録

諸
団
体
ま
た
特
別

協
力
会
員
の
拡
大

が
進
み
、
財
政
基
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改選された常任幹事会メンバー（京橋区民館前）

を
開
催
。
合
計
16
名
が
通
常
会
員
に

入
会
し
ま
し
た
。

⑤
新
島
襄
生
誕
の
地
碑
前
祭
／
文
化

事
業
・
午
餐
会
：
２
月
12
日
学
士
会

館
前
で
開
催
の
「
碑
前
祭
」
に
参

加
。
生
命
医
科
学
部
八
木
教
授
に
よ

る
「
生
活
習
慣
を
変
え
る
講
座
」
を

テ
ー
マ
に
「
講
演
会
」（
約
１
０
０

名
）、そ
の
後
「
午
餐
会
」（
60
余
名
）

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

◆
会
員
・
登
録
団
体
増
強

①
通
常
会
員
：
年
会
費
の
納
入
者
数

は
、
前
年
比
75
名
増
の
１
４
９
４
名

と
な
り
、「
初
夏
の
集
い
」
で
は
96

名
の
新
規
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

②
特
別
協
力
会
員
：
前
年
比
８
名
減

の
１
２
５
名
の
方
々
か
ら
、
前
年
比

９
口
減
の
合
計
１
４
６
口
の
年
会
費

納
入
と
な
り
ま
し
た
。

③
登
録
団
体
：
14
登
録
団
体
（
会
員

が
25
名
以
上
）
の
総
会
時
に
「
祝
金
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
大
学
へ
の
協
力
・
支
援
活
動

①2025 A
LL D

O
SH

ISH
A

募
金
：

東
京
校
友
会
独
自
の
「
ク
ラ
ー
ク
缶

（
10
万
円
募
金
用
）」千
缶
を
作
成
、「
初

夏
の
集
い
」
等
で
配
布
し
ま
し
た
。

②
東
京
校
友
会
奨
学
金
：
関
東
甲
信

圏
出
身
学
生
６
名
に
合
計
１
８
０
万

円
を
支
給
し
ま
し
た
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援
：
10

月
27
日
開
催
の
関
東
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ

★
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

◆
群
れ
る
機
会
（
５
大
イ
ベ
ン
ト
）

①
第
21
回
初
夏
の
集
い
：
６
月
16
日

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
６
４
９

名
が
集
い
、「
心
新
た
に
！W

H
O

 
A

RE W
E

！LA
LA

LA

」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
講
道
館
館
長
上
村
春
樹

氏
を
「
特
別
講
演
」
に
迎
え
、
水
谷

啓
二
＆K

-FU
N

K

に
よ
る
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

②
第
５
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
：
10
月

16
日
太
平
洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス
で

43
名
が
参
加
し
チ
ー
ム
戦
と
個
人
戦

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

③
特
別
協
力
会
員
の
集
い
：
11
月
19

日
学
士
会
館
で
58
名
が
参
加
し
松
岡

学
長
（
当
時
）
の
「
同
志
社
大
学
の

今
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
「
講
演

会
」、
伊
藤
誠
氏
に
よ
る
「
歌
声
コ

ン
サ
ー
ト
」、
そ
し
て
「
懇
親
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

④
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
特
別
講
演

会
：
５
月
か
ら
12
月
の
間
に
「
デ
ジ

タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
を
８
回
開

催
、
６
月
12
日
に
「
非
財
務
情
報
セ

ミ
ナ
ー
」
を
稲
門
会
と
合
同
開
催
、

９
月
12
日
に
谷
村
鯛
夢
氏
の
講
演
会

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
世
界
見
聞
録
」
を

開
催
。
12
月
17
日
に
は
会
計
検
査
院

院
長
森
田
祐
司
氏
の
特
別
講
演
会「
こ

れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
と
会
計
検
査
院
」

③
広
告
活
動
：
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

広
告
が
５
社
か
ら
２
社
に
減
少
、
新

規
広
告
獲
得
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

◆
事
務
局
活
動

①
校
友
会
渉
外
活
動
：
定
時
評
議
員

会
総
会
・
同
志
社
フ
ェ
ア
in
富
山
・

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
、
通

常
助
成
金
65
万
円
と
特
別
助
成
金

68
万
円
を
受
領
、
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長

会
議
を
２
回
開
催
、
次
期
評
議
員
８

名
を
選
出
し
ま
し
た
。

②
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
：

年
間
１
６
７
日
開
室
し
ま
し
た
。

③
会
議
・
行
事
の
事
務
局
業
務
：
３

月
26
日
幹
事
会
（
中
止
）
以
外
は
予

定
通
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

④
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
：
20

年
年
初
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

⑤
会
計
／
経
理
／
財
務
業
務
全
般
：

会
計
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑥
備
品
／
各
種
書
類
の
保
管
管
理
：

計
画
通
り
業
務
推
進
し
て
い
ま
す
。

★
評
議
員
・
役
員
改
選

　

評
議
員
は
３
月
末
に
、
役
員
は
６

月
総
会
で
任
期
満
了
で
す
の
で
、
各

登
録
団
体
よ
り
推
薦
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
・
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

2019年度活動報告・会計報告
役員改選、会則変更

オ
ン
総
会
に
て
、
21
団

体
に
総
額
21
万
円
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

◆
広
報
・
広
告
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
：

年
４
回
定
期
発
行
、
新

連
載
「
登
録
団
体
紹

介
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
／
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
（
Ｆ
Ｂ
）：
Ｈ
Ｐ
は

コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス

テ
ム
の
変
更
と
サ
ー

バ
ー
の
移
転
を
完
了
、

運
用
体
制
を
見
直
し
記

事
掲
載
を
迅
速
化
し
ま

し
た
。

2020年度定時総会･評議員会レポート①
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を
納
入
し
て
い
な
い
有
資
格
者
と
同

意
義
語
で
、会
員
と
誤
解
さ
れ
易
く
、

校
友
会
会
則
に
も
な
い
の
で
、
整
合

性
を
図
る
為
に
も
削
除
し
ま
し
た
。

②
「
準
会
員
」
を
「
登
録
団
体
」
に

語
句
変
更
：
評
議
員
選
出
の
目
的
を
、

「
本
会
と
会
員
及
び
登
録
団
体
と
の

連
絡
を
密
に
す
る
目
的
」
に
変
更
。

③
幹
事
の
定
員
数
を
80
名
か
ら

１
０
０
名
以
内
に
増
員
：
登
録
団
体

の
指
名
に
よ
り
新
た
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
（
他
は
留
任
）。

⑤
副
会
長
：
金
屋
・
村
口
・
魚
谷
氏

の
３
名
が
退
任
さ
れ
、
港
氏
が
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
（
他
は
留
任
）。

⑥
副
代
表
幹
事
：
稲
垣
・
新
田
・
青

木
氏
の
３
名
が
新
た
に
指
名
さ
れ
ま

し
た
。

★
会
則
一
部
改
正
の
骨
子

①
準
会
員
の
呼
称
を
削
除
：
年
会
費

①
評
議
員
：
71
登
録
団
体
よ
り

２
０
０
名
が
推
薦
・
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

②
幹
事
：
評
議
員
の
内
、
45
団
体
か

ら
71
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

③
会
計
監
事
：
坂
本
・
木
寅
氏
の
２

名
が
選
任
（
留
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

④
常
任
幹
事
：
安
井
・
井
上
・
伊
吹
・

桐
山
・
釼
持
氏
の
５
名
が
退
任
、
丸

本
・
狩
野
・
岩
﨑
氏
の
３
名
が
会
長

（資産） （2016/12/31）（2018/3/31） （2019/3/31） （2020/3/31） （対’19年増減）
現金 103,320 147,809 37,309 63,464 26,155
普通預金：みずほ銀行（渋谷中央） 1,059,182 775,928 94,372 829,005 734,633
普通預金：みずほ銀行（銀座） 3,211,557 5,051,248 4,010,449 1,309,443 -2,701,006
定期預金：みずほ銀行（渋谷中央） 10,000,000 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0
郵便貯金 2,239,142 2,239,162 2,239,182 2,239,202 20
郵便振替残高 9,449,705 5,986,455 6,407,809 8,720,695 2,312,886
普通預金：みずほ銀行（京橋） 1,272,188 2,650,935 1,497,932 90,247 -1,407,685
資産合計 27,335,094 26,851,537 24,287,053 23,252,056 -1,034,997

（負債）　　　　なし

１．2019年度 収支決算報告

３．財産目録（2020年3月31日現在）

科　　目 年度予算 累計実績 差　異 備　考
【基礎収入】 8,160,000 8,648,954 488,954 達成率　106％
年会費収入（通常会員） 4,500,000 4,386,000 -114,000 1500 口⇒ 1494 口（初夏 96 口）
年会費収入（特別協力会員） 3,000,000 2,920,000 -80,000 150 口⇒ 146 口
校友会助成金（収入・支出） 650,000 1,337,100 687,100 会員拡大 10、経費 40、地域交流 15、特別 69
受取利息 1,000 854 -146
その他の収入（雑収入） 9,000 5,000 -4,000

【事業収入】 6,410,000 5,347,949 -1,062,051 達成率　83％
参加費収入（初夏の集い） 5,290,000 5,098,000 -192,000 前期累計参加費＝5308千円
参加費収入（特別協力会員の集い） 650,000 490,000 -160,000 75 名⇒ 58 名
参加費収入（碑前祭午餐会） 320,000 196,500 -123,500 100 名⇒ 64 名
参加費収入（その他の集い） 660,000 527,500 -132,500 ゴルフ：70 名⇒ 43 名、特講懇親会
奨学金募金（収入・支出） -600,000 -1,066,651 -466,651 奨学生 4 ⇒ 6 名、募金 +\13 万
物品等販売（収入・支出） 90,000 102,600 12,600 同志社クッキー販売 400 ⇒ 450 個

【広告収入】 5,430,000 6,625,000 1,195,000 達成率　122％
広告料収入（東京ジャーナル） 1,200,000 1,200,000 0 明光・ダイキンｘ4　公益ｘ 2、コミュニケ・がんこｘ1
広告料収入（ホームページ） 80,000 60,000 -20,000 7 ⇒ 5 社（2 年分 1 社）
広告料収入（初夏の集い） 4,150,000 5,365,000 1,215,000 大幅超過　総収入 10673 千円

収入　（小計）（1） 20,000,000 20,621,903 621,903 達成率　103％
【事務経費】 3,530,000 3,281,263 -248,737 消化率　93％
労務費（感謝金） 680,000 670,000 -10,000
業務委託費 230,000 204,550 -25,450 カード引落業務委託分次期繰越
会議費 700,000 591,349 -108,651 3 月幹事会中止、他会議回数・費用・補助減
交際費（支部総会祝金） 100,000 90,000 -10,000 栃木県支部総会：未
通信費 500,000 514,614 14,614 消化率 103%
交通費 720,000 561,579 -158,421 2018 年度：727 千円、委員会活動等減少
事務用品費 300,000 246,531 -53,469 OKI 消耗品 139 千円（2018 年度 21 万円）
家賃・付帯諸費 50,000 45,850 -4,150 10 月分以降 3780 ⇒ 3850 円（消費税）
振込・手数料 240,000 356,790 116,790 149%：2018\239 千（予算 32 万）
その他の支出（雑費） 10,000 0 -10,000

【事業費用】 11,670,000 12,271,515 601,515 消化率　105％
催事費（初夏の集い） 9,440,000 10,536,043 1,096,043 2020 分 30 万含　2019 総費用 10680 千円
催事費（特別協力会員の集い） 650,000 686,441 36,441 収支 -196 千円（音楽会開催：学士会館）
催事費（碑前祭午餐会） 350,000 219,314 -130,686 100 名⇒ 64 名　収支 -23 千円
催事費（碑前祭文化事業） 300,000 283,518 -16,482 96 名参加　「生活習慣を変える講座」
催事費（その他の集い） 930,000 546,199 -383,801 ゴルフ：32 ⇒ 20 万、特講懇親 3 回 61 ⇒ 35 万円

【広報費用】 2,200,000 1,856,489 -343,511 消化率　84％
東京ジャーナル発行・配布費 1,800,000 1,591,521 -208,479 大懇親会・同志社フェア（中止）取材費等減
ホームページ維持・管理費 400,000 264,968 -135,032 21800 円⇒ 11 月以降 19800 円月額化等

【政策経費】 1,570,000 1,033,515 -536,485 消化率　66％
特別協力会員維持開拓費 160,000 71,073 -88,927 新規イベント予算 10 万残
年次会等諸団体会員開拓費 330,000 161,262 -168,738 総会祝金：20 ⇒ 14 団体、年次会発足 3 ⇒ 1
同志社大学現役諸団体交流費 340,000 210,000 -130,000 スポーツユニオン 30 ⇒ 21、文化 4 ⇒ 0
現役世代会員開拓費 400,000 169,180 -230,820 DB 研 8 回 86 千、特講会 3 回 53 千、稲門会 3 万
初夏の集い新人参加費 220,000 344,000 124,000 無料招待 27 名⇒ 43 名分ｘ 8 千円
地域交流活性化費 120,000 78,000 -42,000 錦町三丁目町会 6 万、立教経済人ク 18 千

【人材派遣費】 1,680,000 1,944,520 264,520 消化率　116％：依存度増
【予備費】 200,000 23,160 -176,840 井上校友会長祝電、結城氏葬儀供花
【特別支出】120 周年記念事業費 1,350,000 1,246,438 -103,562 旗 3 枚：10 万、HP：877 千、会員管理：264 千

支出　（小計）（2） 22,200,000 21,656,900 -543,100 消化率　98%
収支　（1）-（2） -2,200,000 -1,034,997 1,165,003 47％　ほぼ予算の半額

【特記】
首都圏確立・校友会特別支援（収入） 0 687,100 687,100
＊上記（校友会助成金）に含む：HP コンテンツ管理システム変更・移行 =438,700 円、新会員管理システム機能向上・追加 =248,400 円。

単位：円

単位：円

科　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 備　考
前期繰越金 1,272,188 3,161,492 2,529,376

校友による募金① 332,475 105,000 150,790 396,895 登録団体、生協、他
校友による募金② 387,747 254,506 306,904 335,637 初夏の集い
クッキー販売による募金 185,328 188,340 99,180 102,600
その他販売による募金 14,800 11,010 817
東京校友会１２０周年記念事業 600,000 2,400,000 0 0
合計 1,505,550 4,234,834 3,729,376 3,365,325

２．2019年度 同志社東京校友会奨学金募金勘定
単位：円＜収入の部＞

科　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 備　考
同志社東京校友会奨学金 900,000 1,200,000 1,800,000
熊本地震同志社ゆかりの地基金 233,362 173,342 0 0
合計 233,362 1,073,342 1,200,000 1,800,000

＜支出の部＞

次期繰越金 1,272,188 3,161,492 2,529,376 1,565,325
＜収支の部＞

2019年度活動報告・会計報告
役員改選、会則変更2020 年 8 月の常任幹事会は、同志社大学東京サテライト・

キャンパスが閉鎖中のため、京橋区民館で開催されました

6 月 26 日（金）の「2020 年度定時総会 ･ 幹事会兼評議員会」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、議決権行使書また
は委任状による書面開催・決議となり、2019 年度活動報告・
会計報告、役員改選、会則変更、2020 年度活動計画等の議
案が、全て原案通り承認されました。

数
が
80
を
超
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
の

増
加
に
対
応
し
、
登
録
団
体
毎
に
１

名
の
幹
事
選
任
に
備
え
ま
し
た
。

④
幹
事
会
の
職
務
か
ら
「
学
校
法
人

同
志
社
評
議
員
選
挙
に
関
す
る
事

項
」
を
削
除
：
該
当
す
る
職
務
が
東

京
校
友
会
に
存
在
し
な
い
の
で
削
除

し
ま
し
た
。

（
２
０
２
０
年
６
月
26
日
改
正
）

文
責
／
阪
口
章
夫（
73
年
・
商
）

2019年度　会計報告　（2019/4/1～2020/3/31）
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期
を
判
断
し
な
が
ら
、
開
催
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

⑤
新
島
襄
生
誕
の
地
碑
前
祭
／
文
化

事
業
・
午
餐
会
：
21
年
２
月
12
日
学

士
会
館
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
学
校
法
人
同
志
社
主
催
の
「
碑

前
祭
」
と
の
関
連
で
開
催
可
否
を
含

め
て
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
・
登
録
団
体
増
強

①
通
常
会
員
：
前
年
比
１
０
０
名
以

上
増
加
の
１
６
０
０
名
を
大
目
標
に

入
会
促
進
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
特
別
協
力
会
員
：
25
名
増
の

１
５
０
名
が
目
標
で
す
。
日
経
テ
レ
コ

ン
の
活
用
や
会
員
の
紹
介
に
よ
る
新

規
会
員
勧
誘
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
登
録
団
体
：
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム

充
実
の
為
に
構
成
員
名
簿
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規

の
団
体
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
大
学
へ
の
協
力
・
支
援
活
動

①2025 A
LL D

O
SH

ISH
A

募
金

活
動
：
会
員
の
皆
様
に
働
き
か
け
先

企
業
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
、「
ク

ラ
ー
ク
缶
」の
配
布
も
継
続
し
ま
す
。

②
東
京
校
友
会
奨
学
金
：
大
学
が
推

薦
の
４
名
に
支
給
を
決
定
、
経
済
的

支
援
が
必
要
で
優
秀
な
学
生
で
す
。

奨
学
生
募
金
で
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
た
る
21
年
度
が
５
年
目
の

最
終
年
度
で
す
。
終
了
か
継
続
か
、

原
資
は
ど
う
す
る
か
等
、
ご
意
見
を

キ
ャ
ン
パ
ス
の
閉
鎖
に
伴
い
、
開
室

日
も
限
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
以
降
は

コ
ロ
ナ
対
策
を
施
し
た
上
で
、
原
則

月
・
水
・
金
曜
日
に
事
務
局
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

③
会
議
・
行
事
の
事
務
局
業
務
：
３

月
末
～
７
月
は
全
て
の
会
議
を
書
面

開
催
・
決
議
と
し
ま
し
た
。
大
学
東

京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施

設
は
年
内
一
般
へ
の
貸
出
を
行
わ
な

い
た
め
、
８
月
以
降
は
京
橋
区
民
館

等
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

④
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
：
本

格
導
入
時
期
と
し
て
習
熟
と
応
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
所

属
登
録
団
体
の
入
力
作
業
を
実
施

し
、
推
薦
可
能
評
議
員
数
の
正
確
な

把
握
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
登
録
団

体
は
構
成
員
名
簿（
氏
名
の
み
で
可
）

の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
会
計
／
経
理
／
財
務
業
務
全
般
：

当
初
予
算
に
対
し
て
「
春
の
集
い
」

中
止
に
よ
る
修
正
予
算
を
総
会
で
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
な
る
活
動

計
画
の
変
更
に
伴
う
再
修
正
予
算
は
、

11
月
開
催
予
定
の
幹
事
会
・
評
議
員

会
に
提
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑥
備
品
／
各
種
書
類
の
保
管
管
理
：

事
務
機
器
・
什
器
・
備
品
・
文
具
と

文
書
管
理
を
徹
底
し
、
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

文
責
／
阪
口
章
夫（
73
年
・
商
）

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援
：
10

月
25
日
関
東
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ

オ
ン
総
会
の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
活
躍
し
た
団
体
へ
の
支
援

金
の
継
続
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

④
大
学
主
催
行
事
へ
の
協
力
：
開
催

中
止
の
行
事
が
相
次
い
で
い
ま
す

が
、
連
携
・
協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
広
報
・
広
告
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
：
開
催
行
事
の

記
事
は
減
少
し
ま
す
が
、
知
恵
と
工

夫
で
情
報
発
信
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
：
Ｈ
Ｐ
は
新
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ

ス
テ
ム
の
運
用
開
始
で
、
迅
速
な
記

事
掲
載
が
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
も

更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ｆ
Ｂ
は
前
年
５
％
増
の
２
４
０
０

「
い
い
ね
！
」
獲
得
が
目
標
で
す
。

③
広
告
活
動
：
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２

社
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
２
社
の
新
規
広

告
主
の
獲
得
が
目
標
で
す
。
皆
様
に

ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
事
務
局
活
動

　

引
き
続
き
、
事
務
局
機
能
の
強
化

と
円
満
運
営
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

①
校
友
会
渉
外
活
動
：
校
友
会
本
部

事
務
局
、
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
各
支

部
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

②
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
・
の
運
営
：

４
～
５
月
は
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・

★
２
０
２
０
年
度
活
動
計
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
影
響
で
、
多
く
の
活
動
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
最

新
情
報
は
適
宣
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

◆
群
れ
る
機
会
（
５
大
イ
ベ
ン
ト
）

①
第
22
回
春
の
集
い
：
５
月
31
日
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
同
志
社

ス
ポ
ー
ツ
とT

O
K

Y
O

2020

」
を

テ
ー
マ
に
、
当
番
年
次
76
年
卒
が
主

と
な
り
、
８
月
31
日
の
延
期
開
催
を

含
め
て
、
企
画
・
準
備
し
て
き
ま
し

た
が
、
大
変
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
に
向

け
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
：
10
月

14
日
太
平
洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス
で

団
体
・
個
人
戦
の
開
催
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。

③
特
別
協
力
会
員
の
集
い
：
11
月
17

日
学
士
会
館
で
植
木
朝
子
新
学
長
の

「
講
演
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
し
ま
し
た
。

④
現
役
世
代
／
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

講
演
会
：
卒
業
生
有
名
企
業
ト
ッ
プ

を
招
聘
し
、
先
輩
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
と
の
交
流
・
講
演
会
等
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
時

2020年度活動計画

2020年度定時総会・評議員会レポート②
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飛沫感染防止のため、フェイスガードやマスクを着用して
議事進行する横山会長（左）と阪口代表幹事（8月常任幹事会） 新任の常任幹事、左から丸本さん、狩野さん、岩﨑さん

■同志社東京校友会　主要役員一覧■
No. 役　職 氏名 卒業年 学部

1 会　長 新任 横山　徹 1971 年 （昭和 46 年） 工学部

2 副会長 （常任幹事会担当）
留任

神内　一憲 1972 年 （昭和 47 年） 商学部

3
副会長 （無任所）

河本　宏子 1979 年 （昭和 54 年） 文学部

4

新任

港　章 1975 年 （昭和 50 年） 工学部

5 代表幹事 （事務局長兼任） 阪口　章夫 1973 年 （昭和 48 年） 商学部

6

副代表幹事

稲垣　雅子 1970 年 （昭和 45 年） 商学部

7 新田　博伸 1977 年 （昭和 52 年） 法学部

8 青木　重之 1978 年 （昭和 53 年） 経済学部

9

常任幹事

留任

近藤　義彦 1969 年 （昭和 44 年） 経済学部

10 井手口　満和 1971 年 （昭和 46 年） 経済学部

11 片岡　信雅 1971 年 （昭和 46 年） 文学部

12 谷村　和典 1972 年 （昭和 47 年） 文学部

13 宮原　千佳子 1973 年 （昭和 48 年） 女子大学

14 菊池　諭 1975 年 （昭和 50 年） 法学部

15 高塚　輝三 1975 年 （昭和 50 年） 商学部

16 吉岡　哲郎 1976 年 （昭和 51 年） 法学部

17 渡邉　康嗣 1976 年 （昭和 51 年） 商学部

18 小山　利喜 1977 年 （昭和 52 年） 経済学部

19 作村　満明 1977 年 （昭和 52 年） 法学部

20 安永　昌代 1981 年 （昭和 56 年） 経済学部

21

新任

狩野　均 1975 年 （昭和 50 年） 経済学部

22 丸本　茂樹 1975 年 （昭和 50 年） 商学部

23 岩﨑　英夫 1983 年 （昭和 58 年） 法学部

24
会計監事 留任

坂本　安人 1971 年 （昭和 46 年） 法学部

25 木寅　雅之 1993 年 （平成 5 年） 法学部

26

名誉顧問

西村　四郎 1948 年 （昭和 23 年） 経済学部

27 佐々木　綱雄 1955 年 （昭和 30 年） 経済学部

28 堀内　陽二 1951 年 （昭和 26 年） 経済学部

7
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No. 登録団体（71） 氏名 卒業年 学部 評議員 幹事 No. 登録団体（71） 氏名 卒業年 学部 評議員 幹事

109
平成７年会

高本　昌宏 1995 平7 経済学部 ○ 162 広告研究会
在京 OB・OG 会 河端　理 1970 昭45 経済学部 ○

110 川中　雅浩 1995 平7 商学部 ○ ④企業内同志社会（１）
111 平成８年会 中野　俊輔 1996 平8 文学部 ○ 163 あいおいニッセイ同和

クローバー会
山名　学 1981 昭56 経済学部 ○

②学部別同窓会（４） 164 宮崎　平 1997 平1 経済学部 ○
112

樹徳会東京支部

高塚　輝三 1975 昭50 商学部 ○ ○ ⑤業界別同志社会（７）
113 俣野　隆 1970 昭45 商学部 ○ ○ 165

東京REクローバー

小暮　隆 1991 平3 商学部 ○ ○
114 平井　千元 1979 昭54 商学部 ○ ○ 166 桝本　あかね 2000 平12 商学部 ○
115 小林　一也 1979 昭54 商学部 ○ 167 志見　壮一 2002 平14 法学部 ○
116 岡田　道和 1981 昭56 商学部 ○ 168 辻村　直紀 1989 平1 商学部 ○
117 小林　正人 1991 平3 商学部 ○ 169 高木　秀俊 2008 平20 商学部 ○
118 天野　裕代 1997 平9 商学部 ○ 170 同志社会計人会 佐々木　博章 1981 昭56 商学部 ○
119 宮澤　じゅん 1997 平9 商学部 ○ 171 同志社

ファッション倶楽部
猶原　明人 1974 昭49 商学部 ○ ○

120
政法会東京支部

山澤　祥吾 1961 昭36 法学部 ○ 172 小川　浩紀 1990 平2 商学部 ○
121 阪田　智之 2000 平12 法学部 ○ 173 料飲同志社会 福山　孝広 2002 平14 商学部 ○
122

理工会東京支部
奥出　聡 1977 昭52 工学部・院 ○ 174 同志社大学食品関連研究会 福島　和成 1976 昭51 商学部 ○

123 小原　肇 1971 昭46 工学部 ○ 175

東京メディア
クローバー会

瀬尾　傑 1988 昭63 商学部 ○
124 秋山　光和 1971 昭46 工学部 ○ 176 寺石　明人 1990 平2 文学部 ○ ○
125 同経会 高橋　健治 1969 昭44 経済学部 ○ 177 竹川　正記 1990 平2 法学部 ○

③クラブOB・OG会（17） 178 今田　素子 1989 平1 経済学部 ○
126

同志社大学
ESS 東京 OB 会

近藤　義彦 1969 昭44 経済学部 ○ ○ 179 坂本　大典 2008 平20 商学部 ○
127 森本　裕子 1969 昭44 経済学部 ○ ○ 180 善意通訳

同志社SGG
Joeの会
東京＆京都

説田　幸弘 1965 昭40 経済学部 ○
128 鈴木　悦子 1971 昭46 法学部 ○ ○ 181 安井　昭夫 1967 昭42 法学部 ○
129 中井　陽子 1988 昭63 法学部 ○ 182 山本　宏喜 1966 昭41 経済学部 ○
130 村山　圭一 1990 平2 文学部 ○ ⑥サークル（７）
131 浅井　健太 2010 平22 法学部 ○ 183 同志社東京女子部 新垣　ひとみ 1996 平8 商学部 ○ ○
132 橋本　薫彦 1984 昭59 経済学部 ○ ○ 184 東京囲碁会 有原　清 1962 昭37 法学部 ○
133 天野　弘 1982 昭57 経済学部 ○ ○ 185

東京新島研究会

木村　ケイ 1954 昭29 文学部 ○ ○
134 小西　智子 2019 平31 商学部 ○ 186 半田　久 1957 昭32 文学部 ○

135 アメリカンフット
ボール OB 会 岩佐　祥一 1991 平3 法学部 ○ ○ 187 三瀬　安彦 1961 昭36 商学部 ○

136
応援団
関東 OB・OG 会

藤田　昇良 1988 昭63 商学部 ○ 188 江澤　香 1970 昭45 経済学部 ○
137 中川　勲平 2001 平13 経済学部 ○ 189 坂本　恵子 1971 昭46 法学部 ○
138 坂本　洋 2008 平20 工学部 ○ 190

同志社東京歩こう会

駒田　隆之 1968 昭43 工学部 ○ ○
139

カヌー関東 OB 会
藤川　利倫 1979 昭54 文学部 ○ ○ 191 高橋　祐介 1968 昭43 工学部 ○

140 森田　義貞 1971 昭46 工学部 ○ 192 成瀬　一範 1968 昭43 商学部 ○
141

硬式野球部
河本　和彦 1978 昭53 文学部 ○ 193 郷農　恭子 1963 昭38 文学部 ○

142 劔持　益美 1983 昭58 商学部 ○ ○ 194 小林　繁蔵 1968 昭43 法学部 ○
143

茶道部 OB・OG 会
植村　一友 1971 昭46 経済学部 ○ 195 宇野　多恵子 1978 昭53 商学部 ○

144 南　武美 1961 昭36 経済学部 ○ 196 同志社ファンを増やす会 多田　直彦 1960 昭35 文学部 ○
145 同志社校友会射撃部 山口　有久 1985 昭60 商学部 ○ 197 同志社混声合唱団（東京）灰谷　規明 1976 昭51 工学部 ○
146 柔道部

後援会東日本
八木　克明 1987 昭62 文学部 ○ ○ 198 YOUNG 

ALL DOSHISHA
李　良剛 2008 平20 文学部 ○

147 井上　直也 1994 平6 経済学部 ○ 199 李　佑記 2010 平22 法学部 ○
148 体育会卓球部 平井　裕 1972 昭47 経済学部 ○ ○ ■常任幹事会推挙　会長指名（１）
149 日本拳法部

OBOG 会関東
西村　一哉 1983 昭58 法学部 ○ 200 安永　昌代 1981 昭56 経済学部 ○ ○

150 最勝寺　奈苗 1987 昭62 文学部 ○
151 体育会バトミントン部

東京 OBOG 会
近藤　勝彦 1966 昭41 経済学部 ○ ○ ■評議員未選出登録団体一覧（６団体）

152 米納　隆雄 1971 昭46 商学部 ○ 未選出：56会、洛紫63会、東京クローバークラブ　　未回答：H4会、山岳部、東京弓友会
153

ラグビー部
狩野　均 1975 昭50 経済学部 ○ ○

154 倉本　久司 1990 平2 商学部 ○
155

ワンダーフォーゲル部
阪口　章夫 1973 昭48 商学部 ○ ○

156 丸本　茂樹 1975 昭50 商学部 ○ ○
157

テニス部
港　章 1975 昭50 工学部 ○ ○

158 角南　正記 1982 昭57 工学部 ○
159 樋口　眞一 1983 昭58 経済学部 ○

160 体育会サッカー部
OB 会 小山　利喜 1977 昭52 経済学部 ○ ○

161 同志社東京
アンサンブル 岡村　隆 1976 昭51 法学部 ○

評議員・幹事一覧■ （順不同）

◆評議員一覧は2020年4月1日現在、評議員の任期は2020年4月1日～2023年3月31日
◆幹事一覧は2020年6月26日現在、幹事の任期は2020年6月26日～2023年定時総会
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No. 登録団体（71） 氏名 卒業年 学部 評議員 幹事 No. 登録団体（71） 氏名 卒業年 学部 評議員 幹事
①年次会（35） 54

同志社
東京 46 会

調　幸一郎 1971 昭46 文学部 ○ ○
1

同志社 31 会
安東　達 1956 昭31 経済学部 ○ ○ 55 片岡　信雅 1971 昭46 文学部 ○ ○

2 松本　益弘 1956 昭31 商学部 ○ 56 芝原　俊郎 1971 昭46 法学部 ○
3 東京 33 会 大和　忠 1958 昭33 神学部 ○ 57 井手口　満和 1971 昭46 経済学部 ○ ○
4

東京 34 年次会
外村　泰三 1959 昭34 法学部 ○ ○ 58 坂本　安人 1971 昭46 法学部 ○

5 榎本　輝子 1959 昭34 文学部 ○ 59 横山　徹 1971 昭46 工学部 ○ ○
6 田口　偉之 1959 昭34 経済学部 ○ 60

同志社
東京 47 会　

岸田　喜久雄 1972 昭47 経済学部 ○
7

関東三五会

洪水　啓次 1960 昭35 商学部 ○ ○ 61 神内　一憲 1972 昭47 商学部 ○ ○
8 泉　英毅 1960 昭35 経済学部 ○ 62 野城　保 1972 昭47 経済学部 ○
9 信澤　正一 1960 昭35 商学部 ○ 63 谷村　和典 1972 昭47 文学部 ○ ○
10 黒田　隆治 1960 昭35 経済学部 ○ 64 原　耕一 1972 昭47 経済学部 ○
11

同志社関東三六会

神免　宏憲 1961 昭36 商学部 ○ 65

同志社
東京 48 会

和田　憲雄 1973 昭48 工学部 ○ ○
12 島本　憲吉 1961 昭36 法学部 ○ 66 長谷部　明 1973 昭48 経済学部 ○
13 原山　裕 1961 昭36 経済学部 ○ 67 十川　正明 1973 昭48 工学部 ○
14 酒井　森明 1961 昭36 商学部 ○ 68 近藤　賢一 1973 昭48 工学部 ○
15 東京 37 会 吉岡　睦髙 1962 昭37 商学部 ○ ○ 69 宮原　千佳子 1973 昭48 女子大 ○ ○
16

東京 38 会
中川　英男 1963 昭38 法学部 ○ 70

東京 49 会
若林　英博 1974 昭49 工学部 ○ ○

17 山根　司 1963 昭38 法学部 ○ ○ 71 志賀　泰介 1974 昭49 法学部 ○
18 柴田　佳子 1963 昭38 経済学部 ○ 72 大島　響 1974 昭49 経済学部 ○
19 東京 39 会 宮﨑　泰二 1964 昭39 法学部 ○ ○ *

東京 50 年会
港　章 1975 昭50 工学部 テニス

20

東京 40 会

鈴木　良之 1965 昭40 経済学部 ○ ○ 73 菊池　諭 1975 昭50 法学部 ○ ○
21 伊藤　文子 1965 昭40 経済学部 ○ ○ 74 畑中　助光 1975 昭50 工学部・院 ○
22 渡邊　英雄 1965 昭40 工学部 ○ 75

東京 51 会
渡邉　康嗣 1976 昭51 商学部 ○ ○

23 菅野　かつ子 1965 昭40 文学部 ○ 76 齋藤　邦義 1976 昭51 商学部 ○
24 中段　和宏 1965 昭40 工学部 ○ 77 吉岡　哲郎 1976 昭51 法学部 ○ ○
25 平岡　燁 1965 昭40 文学部 ○ 78

東京 52 年会

作村　満明 1977 昭52 法学部 ○ ○
26

同志社東京 41 会

坂本　英和 1966 昭41 商学部 ○ ○ 79 新田　博伸 1977 昭52 法学部 ○ ○
27 早田　重彦 1966 昭41 経済学部 ○ ○ 80 下田　たまき 1977 昭52 法学部 ○
28 桑田　津也子 1966 昭41 文学部 ○ 81 東　多江子 1977 昭52 文学部 ○
29 吉田　正彦 1966 昭41 法学部 ○ 82

東京 53 年会

青木　重之 1978 昭53 経済学部 ○ ○
30 北濃　登美男 1966 昭41 法学部 ○ ○ 83 出石　賢司 1978 昭53 経済学部 ○ ○
31 村上　毅 1966 昭41 経済学部 ○ 84 仁藤　正平 1978 昭53 商学部 ○
32

同志社関東 42 会

片桐　陽 1967 昭42 工学部 ○ ○ 85 黒岩　喜久男 1978 昭53 法学部 ○ ○
33 加藤　寿彦 1967 昭42 法学部 ○ 86

東京 54 会
藤井　英哉 1979 昭54 商学部 ○ ○

34 鴨下　眞佐子 1967 昭42 文学部 ○ 87 髙井　忍 1979 昭54 経済学部 ○
35 日置　栄一 1967 昭42 経済学部 ○ 88

東京 55 会
坂野　慎哉 1980 昭55 商学部 ○

36 古田　良三 1967 昭42 文学部 ○ 89 平川　功 1980 昭55 法学部 ○ ○
37 古庄　史郎 1967 昭42 文学部 ○ 90 土居　範行 1980 昭55 工学部 ○
*

東京 43 会

駒田　隆之 1968 昭43 工学部 歩こう会 91
昭和 57 会

江口　和哉 1982 昭57 商学部 ○ ○
38 稲垣　顯 1968 昭43 経済学部 ○ 92 谷口　仁宏 1982 昭57 文学部 ○ ○
39 安井　亮 1968 昭43 工学部 ○ ○ 93 寶野　和美 1982 昭57 商学部 ○
40 井上　護 1968 昭43 工学部 ○ ○ 94

昭和 58 会
岩﨑　英夫 1983 昭58 法学部 ○ ○

*

同志社 44 年会

近藤　義彦 1969 昭44 経済学部 ESS 95 小堀　徹 1983 昭58 工学部 ○
41 川﨑　亮生 1969 昭44 工学部 ○ ○ 96 松岡　みゆき 1983 昭58 商学部 ○
42 並河　和之 1969 昭44 経済学部 ○ ○ 97

昭和 59 会
佐野　昭彦 1984 昭59 経済学部 ○

43 大塚　一郎 1969 昭44 商学部 ○ 98 増田　雄一 1984 昭59 文学部 ○
44 松田　政博 1969 昭44 工学部 ○ 99

昭和 60 年会
鴨下　俊之 1985 昭60 法学部 ○

45 末松　建樹 1969 昭44 経済学部 ○ 100 加藤　和昭 1985 昭60 工学部 ○
46

同志社
45 東京クラブ

寺戸　重光 1970 昭45 文学部 ○ ○ 101 戸野　成郎 1985 昭60 法学部 ○
47 香月　宏三 1970 昭45 商学部 ○ 102

関東 61 会
鈴木　卓 1986 昭61 神学部 ○ ○

48 児玉　正之 1970 昭45 法学部 ○ ○ 103 藤川　勝憲 1986 昭61 商学部 ○

49 金屋　憲二郎 1970 昭45 商学部 ○ ○ 104 平成元年
東京クローバー会 河合　利彦 1989 平1 法学部 ○

50 稲垣　雅子 1970 昭45 商学部 ○ ○ 105 平成 3 年会 高村　正輝 1991 平3 工学部 ○ ○
51 竹村　慶三 1970 昭45 法学部 ○ 106

平成 5 年会
橋本　哲也 1993 平5 商学部 ○ ○

52 福島　直廣 1970 昭45 商学部 ○ 107 木寅　雅之 1993 平5 法学部 ○
53 近藤　正二 1970 昭45 商学部 ○ 108 平成 6 年会 金子　伸二 1994 平6 文学部 ○

■2020 年～2022年　同志社東京校友会
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バ
ー
の
人
脈
を
活
用
し
て
、
当
時
財

務
省
の
現
職
財
務
官
で
あ
っ
た
黒
田

東
彦
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
同
氏

が
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁
を
経
て
日

本
銀
行
総
裁
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
は

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
の
後
も
厳
選
さ
れ
た
講
師
を
お

招
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
印
象

深
か
っ
た
方
々
を
何
人
か
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

昭
和
史
に
関
す
る
研
究
で
著
名
な

保
阪
正
康
氏
（
63
年
・
文
）
に
は
、

令
和
に
年
号
が
決
ま
る
直
前
に
「
昭

済
学
部
卒
業
生
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

同
時
に
、
関
東
在
住
の
同
経
会
員

の
た
め
に
、「
東
京
の
つ
ど
い
」
を

開
催
す
る
計
画
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
固
め
た
方
針
は
、

＊
「
東
京
の
つ
ど
い
」
を
単
な
る
懇

親
会
的
な
も
の
に
は
せ
ず
、
同
経
会

に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
講
演
会
に

す
る
。

＊
「
東
京
の
つ
ど
い
」
は
同
経
会
の

「
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
運
営
し
、

同
経
会
東
京
支
部
的
な
組
織
は
作
ら

な
い
。

　

以
上
の
二
点
が
基
本
方
針
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
受
け
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。

充
実
の
講
師
陣

　

第
１
回
の
「
東
京
の
つ
ど
い
」
は

２
０
０
２
年
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
の
講
師
は
、
委
員
会
メ
ン

2018年「東京のつどい」 懇親会にて

　
２
０
０
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
同
経
会
「
東
京
の
つ
ど
い
」

は
回
を
重
ね
て
、
昨
年
第
18
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
秋
、

充
実
し
た
講
演
会
と
、
懇
親
会

を
開
催
し
、
関
東
地
方
在
住
の

経
済
学
部
卒
業
生
を
中
心
に
、

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

済
学
部
大
学
院
教
授
（
第
７
回
・
第

18
回
）。
格
差
問
題
の
第
一
人
者
、
橘

木
俊
詔
同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授

（
第
８
回
）。
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
寺
島
実
郎
日
本
総
研
理
事

長
（
第
10
回
）。（
肩
書
は
当
時
）

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
（
第
12
回
）

に
はD

O
SH

ISH
A

　

H
ERO

S

の

代
表
と
も
い
え
る
、
平
尾
誠
二
氏
を

お
迎
え
し
、
大
学
選
手
権
３
連
覇
や

神
戸
製
鋼
所
で
の
日
本
選
手
権
７
連

覇
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、「
ラ

グ
ビ
ー
に
学
ぶ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
強
い
組
織
づ
く
り
」
を
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

団体概要
【団体名】

同経会「東京のつどい」
プロジェクト

【設立年月日】
2002年

【代表者】
委員長
高橋健治（1969 年・経）

【会員数】
 ―

【連絡先】
同経会事務局
075-251-3524 

「
東
京
の
つ
ど
い
」
発
足
の
経
緯

　

２
０
０
２
年
の
秋
、
京
都
で
同
経

会
の
主
催
行
事
と
し
て
、初
め
て「
経

今
年
度
の
開
催
に
つ
い
て

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
開
催
時
に
は
、
一
層
「
質
の
高
い

講
演
会
」
を
準
備
し
、
皆
様
を
お
迎

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
恒
例
の

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
合
唱
・
同
志
社

チ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
え
も
言
わ
れ
ぬ

一
体
感
、
高
揚
感
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
同
経
会
員
は
も
と
よ

り
、
経
済
学
部
以
外
の
卒
業
生
の
皆

様
に
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
・
平
成
そ
し
て

新
時
代
へ-

日
本

社
会
は
ど
う
変
わ

る
か-

」
と
い
う

テ
ー
マ
で
大
変
興

味
深
い
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
（
第
４
回
・
第

16
回
）。

　

そ
の
他
に
、
時

事
通
信
記
者
か

ら
日
本
銀
行
副
総

裁
に
就
任
し
た
藤

原
作
弥
氏
（
第
６

回
）。
鋭
い
経
済

政
策
批
判
の
浜
矩

子
同
志
社
大
学
経

2018年 新関三希代先生（現副学長）講演会

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

同
経
会「
東
京
の
つ
ど
い
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
年
秋
に「
東
京
の
つ
ど
い
」を
開
催

松
谷
　
哲（
78
年・経
）

2018年「東京のつどい」 新関先生を囲む若手参加者のみなさん
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か
と
言
う
と
、
同
志
社
中
学
に
入
学
、

毎
朝
の
礼
拝
に
奉
仕
す
る
聖
歌
隊
で

あ
る
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
に
入
部
し
て

の
こ
と
だ
と
思
う
。
小
学
校
時
代
に

日
曜
学
校
で
聖
書
や
讃
美
歌
の
中
に

出
て
来
て
は
い
て
も
、
た
だ
読
ん
で

い
る
言
葉
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
同
志
社
中
学
ホ
ザ
ナ
コ
ー

ラ
ス
は
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２

年
）、20
人
ほ
ど
の
男
声
合
唱
と
し
て

の
発
足
で
、
２
０
２
２
年
に
は
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
由
緒
あ
る
ク

ラ
ブ
で
あ
る
。
当
時
の
教
員
だ
っ
た

柳
島
彦
作
先
生
が
ホ
ザ
ナ
と
言
う
名

を
部
員
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
た
よ
う

で
、
先
生
は
そ
の
後
十
数
年
部
長
を

　

編
集
委
員
の
谷
村
さ
ん
か
ら
、
私

の
原
稿
に
良
く
出
て
く
る
ホ
ザ
ナ

コ
ー
ラ
ス
の
ホ
ザ
ナ
と
は
ど
う
い
う

意
味
な
の
か
？ 
と
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。

　

先
ず
「
ホ
ザ
ナ
」
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
「H

O
SA

N
N

A

」
と
表
す
ヘ
ブ

ラ
イ
語
で
あ
る
。「
ど
う
か
、救
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
、

「H
O

SH
IA

 N
A

」を
短
く
し
た
ギ
リ

シ
ャ
語
の
発
音
が
由
来
ら
し
い
。

　

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
が
各
地
で
伝
道

し
奇
跡
を
行
っ
た
後
、
弟
子
達
と
ロ

バ
に
乗
っ
て
い
よ
い
よ
エ
ル
サ
レ
ム

に
入
城
す
る
際
に
、
こ
れ
を
見
た
群

衆
が
叫
ん
だ
言
葉
が
こ
の「
ホ
ザ
ナ
」

だ
っ
た
。
旧
約
聖
書
の
時
代
か
ら
救

世
主
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
々
が
こ

の
救
世
主
イ
エ
ス
の
姿
を
見
て
、
思

わ
ず
叫
ん
だ
言
葉
で
、「
万
歳
」
と
同

じ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に「
ホ
ザ
ナ
」と
い
う
言

葉
は
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
で
も
ア
ー

メ
ン
、
ハ
レ
ル
ヤ
な
ど
と
共
に
、
礼

拝
で
使
わ
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
代
表

的
な
言
葉
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

私
が
「
ホ
ザ
ナ
」
と
い
う
言
葉
を

い
つ
か
ら
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

務
め
ら
れ
た
。
大
正
６
年
に
美
術
の

先
生
と
し
て
同
志
社
中
学
に
赴
任
さ

れ
た
中
堀
愛
作
先
生
の
指
揮
指
導
の

も
と
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
同
志
社
イ

ブ
の
音
楽
会
、
毎
学
期
の
讃
美
礼
拝
、

教
会
応
援
、
夏
の
演
奏
旅
行
等
、
精

力
的
に
活
動
し
た
よ
う
だ
。

　

当
時
の
こ
と
を
中
堀
先
生
は

１
９
５
２
年
６
月
の
第
七
回
発
表
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
次
の
よ
う
に
書
き
記

さ
れ
て
い
る
。「
柳
島
先
生
の
そ
の
旺

盛
な
る
計
画
と
指
導
の
下
に
私
は
指

揮
者
と
し
て
合
唱
、
殊
に
宗
教
音
楽

の
練
習
を
通
し
て
厳
し
い
責
任
感
と

努
力
、
団
結
の
精
神
を
養
成
せ
ら
れ

つ
つ
、
而
も
稀
に
見
る
親
し
み
に
満

ち
た
清
ら
か
な
友
情
の
団
体
と
し
て

育
っ
て
い
き
ま
し
た
」。

　

私
が
中
学
に
入
学
し
た
当
初
の
校

長
だ
っ
た
加
藤
延
雄
先
生
も
演
奏
旅

行
に
は
い
つ
も
参
加
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、「
加
藤
、
柳
島
、
中
堀
の
三
重

唱
に
野
唱
の
名
が
つ
い
た
の
も
其
頃

で
す
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
柳
島
先
生
が
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な

ど
で
忙
し
く
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
中

堀
先
生
が
部
長
に
な
ら
れ
た
。

　

中
学
校
の
男
声
合
唱
と
し
て
の
ホ

ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
は
、
そ
の
後
の
学
制

改
革
で
女
子
を
加
え
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
混
声
合
唱
と
な
っ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）女子も加わったホザナコーラス

信
州
サ
マ
ー
合
宿
後
の
美
ヶ
原
～
新

潟
～
佐
渡
島
～
新
潟
～
京
都
。
３
年

目
は
中
・
高
校
時
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
の
テ
ン
ト
担
い
で
の
北
海
道
１
ヵ

月
の
カ
ニ
族
。
４
年
目
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で

の
英
会
話
力
の
力
試
し
で
ア
メ
リ
カ

へ
の
１
ヵ
月
の
語
学
研
修
と
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
。

　

残
念
な
こ
と
は
４
年
間
往
復
２
時

間
半
掛
け
て
の
自
宅
通
学
だ
っ
た
の

で
京
都
の
名
所
旧
跡
に
あ
ま
り
行
け

て
い
な
い
こ
と
。
そ
れ
が
痛
恨
の
極

み
。
し
か
し
73
年
間
の
人
生
の
ベ
ー

ス
は
小
・
中
学
校
時
代
の
４
年
間
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
の
奉
仕
の
心
と

同
志
社
の
４
年
間
で
の
新
島
イ
ズ
ム

と
巡
り
合
え
た
こ
と
。
お
陰
で
今
で

も
４
社
の
ご
縁
で
勤
務
中
。今
は
、お

世
話
に
な
っ
た
学
校
、
会
社
、
郷
里
、

社
会
へ
の
ご
恩
返
し
と
家
族
を
思
い

な
が
ら
、
感
謝
の
毎
日
で
す
。

　

同
志
社
在
学
の
前
後
は
①
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
②
大
学
紛
争
③
大
阪
万

博
と
、
ま
さ
に
日
本
変
革
の
時
代
。

　

特
に
②
の
70
年
安
保
下
で
の
全
学

封
鎖
で
４
回
生
時
は
授
業
は
出
来
ず

宿
坊
を
借
り
て
の
ゼ
ミ
開
催
の
記
憶
。

卒
論
は
な
く
ゼ
ミ
発
表
で
代
替
。
卒

業
式
は
な
く
ゼ
ミ
単
位
で
の
卒
業
証

書
手
渡
し
。
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
似
た

実
質
３
年
間
の
授
業
生
活
。
ゼ
ミ
は

１
～
２
回
生
の
サ
ブ
ゼ
ミ
（
第
２
外

国
語
で
の
仲
間
）
と
３
～
４
回
生
の

今
井
俊
ゼ
ミ
仲
間
。
こ
の
２
つ
の
ゼ

ミ
交
流
は
今
で
も
続
く
貴
重
な
仲
間
。

ク
ラ
ブ
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
封
鎖
中
も
活
動

し
た
。
当
時
は
日
本
の
国
際
化
の
波

で
就
活
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
強
い
武
器
に

な
り
３
回
生
の
２
月
に
は
大
手
銀
行
、

商
社
中
心
に
７
社
の
内
定
を
得
た
。

現
在
も
毎
年
Ｅ
Ｓ
Ｓ
東
京
支
部
総
会

で
１
０
０
名
近
く
が
集
う
。

学生時代の筆者 1967年5月12日撮影

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
新
島
イ
ズ
ム

同
志
社
東
京
校
友
会
　
前
副
会
長

金
屋
憲
二
郎（
70
年・商
）

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

　

他
の
思
い
出
は
在
学
４

年
間
で
の
毎
年
の
ヒ
ッ
チ

ハ
イ
ク
。
１
年
目
・
京
大

生
の
高
校
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
の
吉
田
山
ス
タ
ー
ト
で

琵
琶
湖
西
岸
を
北
上
し
て

歩
け
歩
け
で
１
泊
２
日
で

福
井
県
の
三
方
五
湖
方
面

へ
。
２
年
目
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

そ
の
三
十
四
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コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
中
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
大
学
や
校
友
会
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
開
催
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
５
月
以
降
で
中
止
に

な
っ
た
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

◇
５
月
31
日
（
日
）

　

第
22
回 

同
志
社
東
京

　

春
の
集
い 

２
０
２
０

◇
６
月
６
日
（
土
）

　

千
葉
県
支
部
総
会

◇
７
月
18
日
（
土
）

　

長
野
県
支
部
総
会

ホームカミングデー2019

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
東
京
校
友
会
の
活
動
は
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
春
の

集
い
」
や
秋
の
「
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
」
も
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
同
志
社
大
学
東
京
サ
テ

ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
が
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
た
め
、
定
時
総
会
・
評
議
員

会
・
幹
事
会
と
い
っ
た
諸
会
議
は
書

面
開
催
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
任
幹
事
会
も
書
面
開
催
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
は
東
京

オ
フ
ィ
ス
の
近
く
に
あ
る
京
橋
区
民

館
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
事
前
の

体
温
測
定
、
手
洗
い
、
消
毒
、
換
気
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
、
可
能
な
限
り
の
コ
ロ
ナ
対
策

を
講
じ
た
上
で
の
開
催
で
す
。

　

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
に
つ
い

て
も
、
対
面
取
材
が
必
要
な
「
校
友

訪
問
」
や
「
校
友
の
店
」
は
休
載
、

編　

集　

後　

記

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

鳥
た
ち
に
残
す
柿
の
実
二
つ
三
つ	

中
野
　
浩

来
年
も
よ
く
実
り
ま
す
よ
う
に
、
と
な
か
ば
ま
じ
な
い
を
兼
ね
て
、

先
端
に
柿
の
実
を
二
三
個
残
す
。
日
本
人
ら
し
い
お
く
ゆ
か
し
い
習
わ
し
。

来
る
べ
き
季
節
に
腹
を
空
か
せ
た
小
鳥
た
ち
へ
の
最
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

山
里
の
夕
焼
け
が
日
毎
に
美
し
く
な
る
頃
。

「
す
み
れ
亭
俳
句
」、
長
い
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
選
評
：
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

試
合
や
練
習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
「
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
」

も
休
載
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
企
画
や
校
正
に
つ
い
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
活
用
し
て
、
な
ん

と
か
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
大
学
や
校
友
会
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
は
開
催
が
難
し
そ
う
で
、
そ

れ
に
代
わ
る
記
事
を
企
画
・
掲
載
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
）
の
生
活
は
、
し
ば
ら
く
続
き
そ

う
で
す
が
、
一
日
も
早
い
事
態
の
収

束
と
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

◇
10
月
４
日
（
土
）

　

同
志
社
フ
ェ
ア
in
香
川（
高
松
市
） 

◇
10
月
14
日
（
水
）

　

第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

◇
10
月
18
日
（
土
）

　

群
馬
県
支
部
総
会

◇
10
月
25
日
（
土
）

　

茨
城
県
支
部
総
会

◇
10
月
25
日
（
土
）

　

関
東
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
総
会

◇
11
月
８
日
（
日
）

　

同
志
社
大
学

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

＆
リ
ユ
ニ
オ
ン

◇
11
月
14
日
（
土
）

　

樹
徳
会
東
京
支
部
総
会

◇
11
月
17
日
（
火
）

　

特
別
協
力
会
員
の
集
い

◇
11
月
23
日
（
月
）

　

神
奈
川
県
支
部
総
会

◇
11
月
28
日
（
土
）

　

埼
玉
県
支
部
総
会

◇
12
月
12
日
（
土
）

　

同
志
社
フ
ェ
ア
in
福
岡

◇
２
０
２
１
年
１
月
23
日
（
土
）

　

新
島
襄
終
焉
の
地
碑
前
祭

◇
２
月
12
日
（
金
）

　

新
島
襄
生
誕
の
地
碑
前
祭

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）
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